
視 察 報 告 書 

 

 

               報 告 者 氏 名  岡  明 彦    

 

１  委 員 会 名  

  つ く ば エ ク ス プ レ ス 沿 線 整 備 と 新 川 耕 地 ・ 周 辺 特 別 委 員 会  

２  期   日   

令 和 ７ 年 １ ０ 月 １ ６ 日 （ 木 ）  

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

  土 地 区 画 整 理 事 業 及 び 新 川 耕 地 物 流 施 設 の 現 状 と 今 後 の 計 画

に つ い て  

 

４  所 感 等  

 区 画 整 理 事 務 所 管 轄 に お け る 主 要 箇 所 を つ く ば エ ク ス プ レ ス 沿

線 整 備 と 新 川 耕 地 ・ 周 辺 特 別 委 員 会 の 委 員 ６ 名 と 執 行 部 の 方 々 で

市 内 を 行 政 視 察 に 行 か せ て 頂 き ま し た 。  

最 初 に 流 山 区 画 整 理 事 務 所 に 伺 い 、 ス ク リ ー ン を 活 用 し た 写 真

に よ る 工 事 個 所 の 確 認 を し な が ら 、 進 捗 説 明 と 意 見 交 換 を さ せ て

頂 き ま し た 。  

事 業 進 捗 率 約 ８ １ パ ー セ ン ト と の ご 説 明 と 併 せ て 、 事 業 計 画 の

変 更 の 説 明 が あ り ① 土 地 利 用 計 画 の 変 更 ② 資 金 計 画 の 変 更 ③ 事 業

期 間 の 延 伸 の 説 明 が あ り ま し た 。 ① に つ い て は 土 砂 災 害 特 別 警 戒

区 域 の 解 消 と 保 留 地 の 大 街 区 化 等 で あ り 、 ② に つ い て は 全 体 事 業

費 が １ ３ ４ 億 円 に 増 額 が さ れ 、 こ れ ま で の 事 業 総 額 ８ ８ ８ 億 円 が

１ ０ ２ ２ 億 円 と な り ま し た 。 ③ に つ い て は 令 和 １ １ 年 度 ま で が 令

和 １ ４ 年 度 の ３ 年 間 の 延 伸 と さ れ ま し た が 、 こ れ ま で も 事 業 の 延

伸 が さ れ て き て い る の で 、 今 後 の 工 事 進 捗 に ど の よ う に 影 響 し て

い く か が １ つ の 懸 念 材 料 と な り ま し た 。 令 和 １ ４ 年 度 完 了 を 目 指

し て 、 無 事 故 で の 工 事 の 実 施 を 強 く 望 み ま す 。  

そ の 後 、 運 動 公 園 周 辺 地 区 内 を 現 地 視 察 に 伺 い 、 実 際 に 見 学 並

び に 説 明 を 受 け 、 公 園 内 の 再 整 備 工 事 の 進 捗 を 確 認 す る こ と が 出



来 ま し た 。  

そ し て 、 バ ス へ 乗 車 し 、 流 山 お お た か の 森 駅 周 辺 整 備 と し て こ

も れ び ス ト リ ー ト の 工 事 箇 所 の 進 捗 確 認 を し ま し た 。 こ の 工 事 箇

所 に つ い て は 今 後 も 注 視 を し て ま い り た い と 思 い ま す 。  

流 山 お お た か の 森 駅 西 口 か ら 南 口 を 経 由 し て 北 口 ま で 徒 歩 で 移

動 し 、 バ ス と 合 流 後 は 新 川 耕 地 の 物 流 施 設 群 を 移 動 し な が ら 車 中

見 学 並 び に 説 明 を 頂 き ま し た 。 行 政 視 察 を 通 し て 思 い ま す が 、 開

発 や 事 業 計 画 等 は 長 い 年 月 を 要 し て 実 施 さ れ て い き ま す が 、 当 初

か ら の 要 望 を 進 め て い く と 自 然 が 失 わ れ て い く だ け で な く 、 そ の

土 地 の 良 さ が 同 時 に 失 わ れ て し ま っ て い る の で は な い か と 考 え さ

せ ら れ ま し た 。 今 後 も 市 民 の 利 便 性 や 安 全 対 策 に つ い て は 日 進 月

歩 で 進 め て い く こ と は 大 切 で す が 、 本 市 の 変 わ り ゆ く 姿 と こ ど も

た ち の 未 来 の た め の 街 づ く り に 対 し て し っ か り と 注 視 し て 取 り 組

ん で い く べ き で あ る と 改 め て 認 識 を し ま し た 。  

 



視 察 報 告 書 

 

 

報 告 者 氏 名   中 村  彰 男   

 

１  委 員 会 名  

  つ く ば エ ク ス プ レ ス 沿 線 整 備 と 新 川 耕 地 ・ 周 辺 特 別 委 員 会  

 

２  期  間  

  令 和 ７ 年 １ ０ 月 １ ６ 日 （ 木 ）  

 

３  視 察 地 及 び 視 察 項 目  

土 地 区 画 整 理 事 業 及 び 新 川 耕 地 物 流 施 設 の 現 状 と 今 後 の 計  

画 に つ い て  

 

４  所 感 等   

  土 地 区 画 整 理 事 業 に つ い て は 、 流 山 区 画 整 理 事 務 所 よ り 事 業

の 進 捗 状 況 の 説 明 と そ れ に 対 す る 意 見 交 換 を 行 っ た う え で 、 運

動 公 園 周 辺 地 区 、 流 山 市 総 合 運 動 公 園 、 流 山 お お た か の 森 駅 、

新 川 耕 地 物 流 施 設 の 現 状 を 確 認 し た 。 事 業 の 進 捗 状 況 の 主 な 内

容 と し て は 、 土 地 区 画 整 理 事 業 の 事 業 計 画 変 更 に つ い て と １ ０

月 末 に 新 川 南 流 山 線 が ４ 車 線 化 と な る こ と に つ い て で あ っ た 。

事 業 計 画 変 更 に つ い て は 、 事 業 区 域 の 中 で 複 数 の 箇 所 で 新 た に

土 砂 災 害 特 別 警 戒 区 域 に 指 定 さ れ た こ と に 伴 い 、 そ の 対 策 に 期

間 を 要 す る こ と か ら 、 事 業 計 画 の 延 長 と そ れ に 伴 い 総 事 業 費 が

約 １ ３ ４ 億 円 の 増 額 と な る 。 新 川 南 流 山 線 に つ い て は 、 ４ 車 線

化 と 加 交 差 点 の 直 通 化 は 地 域 の 方 か ら の 要 望 も あ っ た こ と か ら 、

新 川 南 流 山 線 に 係 る 都 市 計 画 道 路 の 整 備 が 進 む こ と は 感 謝 申 し

上 げ た い 。 こ れ は 、 地 域 の 方 の 利 便 性 に 資 す る の み な ら ず 、 交

通 量 も 多 い た め 、 渋 滞 の 緩 和 に 繋 が る も の と 推 察 す る 。  

新 川 耕 地 物 流 施 設 に つ い て は 、 物 流 施 設 及 び 地 域 貢 献 施 設 の

開 発 許 可 が 下 り た た め 、 今 後 本 格 的 に 工 事 が 進 ん で い く こ と と

な る 。 現 在 で も 県 道 松 戸 野 田 線 を 中 心 に 渋 滞 が 発 生 し て い る こ



と を 踏 ま え る と 、 工 事 の 影 響 に よ り 渋 滞 発 生 の 可 能 性 が 増 大 す

る こ と が 懸 念 さ れ る 。  



視 察 報 告 書 

 

 

報 告 者 氏 名      坂 巻 儀 一    

 

１  委 員 会 名  

  つ く ば エ ク ス プ レ ス 沿 線 整 備 と 新 川 耕 地 ・ 周 辺 特 別 委 員 会  

 

２  期  間  

  令 和 ７ 年 １ ０ 月 １ ６ 日 （ 木 ）  

 

３  視 察 地 及 び 視 察 項 目  

土 地 区 画 整 理 事 業 及 び 新 川 耕 地 物 流 施 設 の 現 状 と 今 後 の 計  

画 に つ い て  

 

４  所 感 等   

１ ． 流 山 区 画 整 理 事 務 所 に て  

〇 運 動 公 園 周 辺 地 区 一 体 型 特 定 土 地 区 画 整 理 事 業 の 進 捗 状 況 に

つ い て の 説 明 。  

・ １ ０ 月 末 に 新 川 南 流 山 線 が ４ 車 線 化 と な る 等 、 都 市 計 画 道 路

の 進 捗 状 況 や 今 後 の 予 定 に つ い て の 説 明 。  

〇 事 業 計 画 変 更 の 概 要 に 関 す る 説 明 。  

（ 主 な 内 容 は 下 記 の と お り ）  

・ 土 地 利 用 計 画 の 変 更 と し て 、 土 砂 災 害 特 別 警 戒 区 域 が 令 和 ７

年 ２ 月 に 新 た に 指 定 さ れ た こ と に 伴 う 斜 面 の 安 全 対 策 や 保 留 地

の 大 街 区 化 な ど を 行 う 必 要 が 生 じ た 。  

・ 資 金 計 画 の 変 更 と し て 、 労 務 単 価 ・ 資 機 材 価 格 等 の 上 昇 に よ

る １ ３ ４ 億 円 の 増 額 、 市 費 は ２ ３ 億 円 の 増 額 と な っ た 。  

・ 事 業 期 間 の 延 伸 と し て 、 土 砂 災 害 特 別 警 戒 区 域 の 対 策 に 期 間

を 要 す る こ と か ら 令 和 １ ４ 年 度 （ ３ 年 ） ま で 延 伸 と な る 。  

 説 明 に 関 す る 資 料 を 求 め た が 、 市 民 へ の 説 明 後 に 配 布 可 能 と の

こ と で あ っ た 。  

 



２ ． 運 動 公 園 周 辺 地 区 （ 車 中 に て ）  

・ 都 市 計 画 道 路 南 流 山 名 都 借 線 を 通 っ て 、 ３ ０ ５ 街 区 ・ ２ 号 調

整 池 に つ い て 、 車 中 で ま ち づ く り 推 進 課 か ら 説 明 を 受 け た 。  

・ 都 市 計 画 道 路 芝 崎 市 野 谷 線 予 定 地 付 近 を 通 り 、 総 合 運 動 公 園

へ 移 動 し た 。  

 

３ ． 総 合 運 動 公 園 （ 徒 歩 に て ）  

〇 キ ッ コ ー マ ン ア リ ー ナ か ら 民 間 収 益 施 設 （ カ フ ェ ） 予 定 地 付

近 ま で 徒 歩 で 移 動 し な が ら み ど り の 課 か ら 今 年 度 の 事 業 進 捗 状

況 に つ い て 説 明 を 受 け た 。  

・ 令 和 ７ 年 度 整 備 と し て 、 電 気 設 備 更 新 工 事 は 、 老 朽 化 に 伴 う

キ ュ ー ビ ク ル ２ 基 の 更 新 工 事（ 約 ６ ,１ ８ ９ 万 円 、令 和 ７ 年 ６ 月

か ら 令 和 ８ 年 ３ 月 ま で ）  

・ 千 葉 県 施 工 エ リ ア ： 園 路 、 排 水 設 備 、 植 栽 、 公 園 灯 整 備 （ 現

在 施 行 中 で 令 和 ８ 年 ３ 月 ま で ）  

 

４ ． 流 山 お お た か の 森 駅 周 辺 （ 徒 歩 に て ）  

〇 通 称 「 こ も れ び ス ト リ ー ト 」 の １ 工 区 （ 完 成 済 み ） 、 ２ 工 区

（ 来 年 度 工 事 予 定 ） を 徒 歩 で 視 察 し た 。  

〇 ２ 工 区 に つ い て は 、 １ 工 区 と 同 様 に 流 山 お お た か の 森 西 口 ロ

ー タ リ ー 側 か ら 都 市 計 画 道 路 東 深 井 市 野 谷 線 に 向 か っ て 一 方 通

行 と な る 。大 型 商 業 施 設（ コ ト エ ）南 側 の 交 差 点 ～ 温 浴 施 設（ ス

パ メ ッ ツ ァ ） の 区 間 は 二 車 線 の 交 互 通 行 と な る 。  

こ も れ び ス ト リ ー ト は 、 確 か に 歩 道 部 分 が 広 く な り 、 キ ッ チ

ン カ ー 等 が 営 業 も 可 能 な ス ペ ー ス も 生 み 出 し て い る 。 車 道 部 分

と 舗 道 部 分 の 色 合 い が 同 色 で 高 齢 ド ラ イ バ ー 等 が 舗 車 道 の 区 別

が 付 き づ ら く 危 険 で は な い か と 質 問 し た が 、 そ の 心 配 は な い と

の 根 拠 の な い 答 弁 が あ っ た 。  

 

５ ． 新 川 耕 地 物 流 施 設 （ 車 中 に て ）  

〇 完 成 済 み の 物 流 施 設 （ 通 称 第 １ 物 流 ～ 第 ６ 物 流 ま で ） を 車 中

か ら 確 認 。 こ れ ら は 、 令 和 ５ 年 ６ 月 か ら 全 て の 物 流 施 設 が 本 格

稼 働 を 開 始 し た 。  



〇 常 磐 自 動 車 道 北 側 、 主 要 地 方 道 松 戸 野 田 線 西 側 の 区 間 に お い

て 、 令 和 ７ 年 １ 月 ２ ９ 日 に 開 発 許 可 が 下 り 、 民 間 事 業 者 に よ り

造 成 工 事 が 進 め ら れ て い る 。 主 な 土 地 利 用 と し て は 物 流 施 設 と

地 域 貢 献 施 設 （ 波 乗 り プ ー ル な ど ） 。 開 発 許 可 時 点 で の 工 事 完

成 予 定 は 令 和 １ ０ 年 １ １ 月 ３ ０ 日 と の こ と 。  

現 在 で も 既 に 市 道 ２ １ １ 号 線 （ 根 方 道 路 ） の 交 通 渋 滞 が 時 間

的 に 発 生 す る よ う に な っ た が 、 今 後 の 状 況 の 悪 化 を 懸 念 し て い

る 。  

 



視 察 報 告 書 

 

 

報 告 者 氏 名   笠 原 久 恵   

 

１  委 員 会 名  

  つ く ば エ ク ス プ レ ス 沿 線 整 備 と 新 川 耕 地 ・ 周 辺 特 別 委 員 会  

 

２  期  間  

  令 和 ７ 年 １ ０ 月 １ ６ 日 （ 木 ）  

 

３  視 察 地 及 び 視 察 項 目  

土 地 区 画 整 理 事 業 及 び 新 川 耕 地 物 流 施 設 の 現 状 と 今 後 の 計  

画 に つ い て  

 

４  所 感 等   

  今 回 の 市 内 視 察 の 行 程 は 、 流 山 区 画 整 理 事 務 所 で の 説 明 と 意

見 交 換 、 運 動 公 園 周 辺 地 区 の 区 画 整 理 状 況 、 総 合 運 動 公 園 の 再

整 備 状 況 、 流 山 お お た か の 森 駅 、 こ も れ び ス ト リ ー ト の 状 況 、

そ し て 新 川 耕 地 物 流 施 設 と 開 発 地 区 の 説 明 で し た 。  

 そ れ ぞ れ 説 明 を 聞 い て 状 況 の 確 認 を さ せ て い た だ き 、 現 状 の

把 握 が で き ま し た 。 そ の 中 で 新 川 耕 地 の 開 発 に つ い て は 、 他 の

委 員 も 聞 い て お ら れ ま し た が 、 開 発 に よ る 来 客 者 に よ る 渋 滞 の

対 策 に つ い て は 、 十 分 に 対 処 さ れ た い と 思 い ま し た 。  

 特 に 私 が も う 少 し 、 意 見 交 換 を し た か っ た の は 、 流 山 区 画 整

理 事 務 所 に お け る 県 施 工 の 運 動 公 園 周 辺 地 区 特 定 土 地 区 画 整 理

事 業 の ４ 度 目 の 計 画 変 更 に よ る ３ 年 間 の 期 間 延 長 の 説 明 で す 。  

 地 震 等 の 影 響 が 生 じ や す い 災 害 危 険 地 点 が ７ 箇 所 に 増 え た こ

と に よ る 対 処 の た め 、 令 和 １ １ 年 度 の 完 成 が 令 和 １ ４ 年 度 に 延

長 す る と の こ と で す が 、 今 ま で 様 々 な 県 の 対 応 不 足 を 地 権 者 か

ら 聞 い て い ま す 。 今 回 の 計 画 延 長 の 原 因 に つ い て も 、 延 長 の 理

由 と し て い さ さ か 疑 問 が 残 り ま す 。 地 元 地 権 者 の 生 活 と 財 産 が

深 く 関 わ っ て い る 区 画 整 理 に つ い て 、 こ れ か ら も し っ か り と 説



明 を 求 め 、地 元 地 権 者 に 寄 り 添 っ た 区 画 整 理 を 求 め て 参 り ま す 。 



視 察 報 告 書 

 

 

報 告 者 氏 名   海 老 原  功 一   

 

１  委 員 会 名  

  つ く ば エ ク ス プ レ ス 沿 線 整 備 と 新 川 耕 地 ・ 周 辺 特 別 委 員 会  

 

２  期  間  

  令 和 ７ 年 １ ０ 月 １ ６ 日 （ 木 ）  

 

３  視 察 地 及 び 視 察 項 目  

土 地 区 画 整 理 事 業 及 び 新 川 耕 地 物 流 施 設 の 現 状 と 今 後 の 計  

画 に つ い て  

 

４  所 感 等   

  本 市 で 行 わ れ て い る 土 地 区 画 整 理 事 業 の 現 状 に つ い て 、 流 山

区 画 整 理 事 務 所 よ り 当 該 事 業 の 進 捗 状 況 の 説 明 を 受 け た 。 運 動

公 園 周 辺 地 区 一 体 型 特 定 土 地 区 画 整 理 事 業 に つ い て は 、 １ ０ 月

８ 日 の 流 山 市 議 会 第 ３ 回 定 例 会 閉 会 に お け る 市 長 か ら の 一 般 報

告 で も あ っ た が 、 土 地 区 画 整 理 事 業 の 事 業 計 画 変 更 を 中 心 に 説

明 を 受 け る こ と が 出 来 た 。 事 業 計 画 変 更 は 主 に 事 業 計 画 期 間 の

延 伸 、 資 金 計 画 の 見 直 し 、 土 地 利 用 計 画 の 変 更 を 行 う も の と の

こ と で あ る 。 特 に 事 業 計 画 期 間 の 延 伸 に つ い て は 、 変 更 前 で は

令 和 １ １ 年 度 ま で を 期 間 と し て い た も の の 、 変 更 後 は 令 和 １ ４

年 度 ま で と な る 。 こ れ に 伴 い 総 事 業 費 が 約 １ ３ ４ 億 円 の 増 額 を

行 う こ と と な り 、 市 財 政 へ の 影 響 が 懸 念 さ れ る 。 事 業 計 画 変 更

の 理 由 に つ い て も 新 た に 指 定 さ れ た 土 砂 災 害 特 別 警 戒 区 域 へ の

対 策 に 時 間 を 要 す る と の こ と で あ る 。 こ の よ う な 事 業 計 画 変 更

を 受 け て 、 私 と し て は 今 後 の 具 体 的 な 県 の 動 向 を 注 視 し た い 。  

流 山 お お た か の 森 駅 前 セ ン タ ー 地 区 道 路 、 通 称 こ も れ び ス ト

リ ー ト の 再 整 備 に つ い て は 、 こ れ か ら 具 体 的 な 工 事 に 着 手 す る

と の こ と で あ る が 、 交 通 量 や 歩 行 者 も 多 い こ と か ら 、 工 事 の 際

は 慎 重 に 行 っ て い た だ き た い 。  



視 察 報 告 書 

 

 

               報 告 者 氏 名  お だ ぎ り  た か し   

 

１  委 員 会 名  

  つ く ば エ ク ス プ レ ス 沿 線 整 備 と 新 川 耕 地 ・ 周 辺 特 別 委 員 会  

２  期   日   

令 和 ７ 年 １ ０ 月 １ ６ 日 （ 木 ）  

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

  土 地 区 画 整 理 事 業 及 び 新 川 耕 地 物 流 施 設 の 現 状 と 今 後 の 計 画

に つ い て  

 

４  所 感 等  

１ ） 流 山 市 都 市 計 画 事 業 運 動 公 園 周 辺 地 区 一 体 型 土 地 区 画 整 理 事

業 に つ い て   

事 業 施 工 （ 過 去 ２ 度 延 伸 ） ： Ｈ １ １ （ １ ９ ９ ９ ） 年 ３ 月 ～ Ｒ １  

２（ ２ ０ ２ ９ ）年 ３ 月 、事 業 規 模 :２ ３ ２ ㌶ 、事 業 費： ８ ８ ８ 億 円

（ 国 費 ・ 県 市 負 担 金 ４ １ ９ 億 円 、 県 市 単 独 費 ８ ９ 億 円 、 保 留 地 処

分 金 ３ ８ ０ 億 円 ）   

事 業 面 積 が 大 き く 、 地 形 の 高 低 差 や 軟 弱 地 盤 等 の 課 題 が あ り 、

千 葉 県 企 業 庁 か ら 千 葉 県 へ と 施 行 者 が 変 更 さ れ て も な お 、 事 業 展

開 が 計 画 通 り 進 ん で い な い 。 ま た 区 画 整 理 事 業 を 進 捗 さ せ る た め

の 前 提 条 件 で あ る 文 化 財 発 掘 調 査 の 完 了 時 期 及 び 、 調 整 池 の 完 成

時 期 が 示 せ な い 実 態 が 現 時 点 で も 続 い て お り 、 抜 本 的 な 計 画 変 更

が 必 要 と 捉 え る こ と が で き る 。   

今 回 、 土 砂 災 害 特 別 計 画 区 域 へ の 対 応 が 計 画 変 更 の 主 な 理 由 と

し 、 ① 計 画 時 期 、 ② 事 業 費 、 ③ 土 地 利 用 計 画 を 変 更 す る と し て い

る 。 具 体 的 に は ① ３ 年 間 （ Ｒ １ ４ （ ２ ０ ３ ２ ） 年 度 末 ） の 期 間 延

長 。 ② １ ３ ４ 億 円 （ 国 費 ・ 県 負 担 金 ６ ６ 億 円 、 保 留 地 処 分 金 ５ ４

億 円 、 県 市 単 独 費 １ ４ 億 円 の 増 額 … 市 負 担 額 は ２ ３ 億 円 ） の 事 業

費 増 額 。 ③ 土 地 利 用 計 画 の 変 更 （ 計 画 後 の 詳 細 は 不 明 ： 下 記 は 現



計 画 ） と の こ と で あ る 。   

種 目   

施 行 前   施 行 後（ 現 計 画 ）  

備 考   面 積  

（ ㌶ ）   

割 合  

（ ％ ）   

面 積  

（ ㌶ ）   

割 合  

（ ％ ）   

公 共 用 地   3 6 . 1   1 5 . 5   9 1 . 6   3 9 . 5   道 路 ・ 公 園 等   

宅 地   1 8 3 . 7   7 9 . 2   1 1 7 . 6   5 0 . 7   鉄 道 施 設 区 （ 2 . 6  ㌶ ）   

保 留 地   ―   ―   2 2 . 9   9 . 8     

測 量 増 減   1 2 . 3   5 . 3   －   ―     

合 計   2 3 2 . 1   1 0 0 . 0   2 3 2 . 1   1 0 0 . 0     

 し か し な が ら 、認 可 か ら ２ ７ 年 を 迎 え 、２ 度 の 期 間 延 長 を し て お

り 、 今 回 で ３ 度 目 と な る 。 し か し 残 り ８ 年 し か な く 、 更 な る 期 間

延 長 と な れ ば 、 高 齢 化 が 進 む 地 権 者 か ら は 取 り 返 せ な い ほ ど の 信

頼 感 の 喪 失 に つ な が る こ と を 強 く 懸 念 す る 。   

進 捗 （ 面 積 ベ ー ス ） は 過 去 ５ 年 間 の 年 平 均 １ ． ４ ％ し か な く 、

累 計 で も 年 １ ． ９ ％ （ ２ ６ 年 間 で ４ ８ ． ３ ％ ） と い う 低 水 準 が 、

残 り ８ 年 間 で ５ １ ．７ ％ を 完 成 さ せ る こ と は ほ ぼ 不 可 能 と い え る 。  

ま た 、 資 金 シ ョ ー ト し て い る 可 能 性 を ２ ０ ２ ５ 年 第 ３ 回 定 例 会 令

和 ６ 年 度 一 般 会 計 決 算 審 査 特 別 委 員 会 で 指 摘 し た 。 事 業 費 ８ ８ ８

億 円 中 、 既 に ８ ０ ％ を 投 資 し て お り 、 残 り ５ １ ． ７ ％ の 工 事 を 完

成 さ せ る ほ ど の 事 業 費 は 残 っ て い な い か ら で あ る 。 そ の 実 態 か ら

工 事 を 動 か す た め に は 、 保 留 地 処 分 金 ３ ８ ０ 億 円 （ す で に １ ３ ３

億 円 収 入 確 保 ） の 早 期 全 額 絶 対 確 保 が 最 低 条 件 と な る 。 そ の 資 金

が 枯 渇 し な い た め に は 保 留 地 処 分 の 更 な る 増 額 が 至 上 命 題 と な る 。

今 回 ５ ４ 億 円 も の 保 留 地 処 分 の 増 額 を 計 画 上 は お こ な っ た も の の 、

県 市 単 独 費 の 追 加 で 最 終 的 な 財 政 上 の 処 理 が 行 わ れ る 危 険 性 は 日

に 日 に 増 し て い る 。 つ ま り は 、 県 と 市 と の 財 政 規 模 は １ ０ 倍 も 異

な る 実 態 を 踏 ま え 、 県 市 折 半 と い う 計 画 は 本 市 財 政 の 危 機 的 状 況

を 生 み 出 し か ね ず 、 注 視 に と ど め ず 、 積 極 的 に 県 へ 財 政 負 担 を 求

め る 必 要 性 が 高 ま っ て い る 。   

２ ） お お た か の 森 南 ・ 西 地 区 の 通 称 「 い ざ き ロ ー ド 」 は 歩 道 幅 員

も 充 分 に 確 保 さ れ 、 相 互 交 通 を わ ざ わ ざ 一 方 通 行 に す る こ と の 弊



害 、予 算 投 入 の 優 先 度 等 を 考 慮 す れ ば 、い っ た ん「 い ざ き ロ ー ド 」

は 凍 結 し 、 全 市 を 俯 瞰 し 、 早 期 対 応 が 必 要 な 事 業 へ の 先 行 投 資 へ

変 更 す る こ と が 必 要 と 改 め て 認 識 を 深 め る こ と が で き た 。  ま た 、

新 川 耕 地 の 物 流 事 業 や 、 今 後 の 新 設 を 考 慮 す れ ば 、 県 道 の 渋 滞 対

策 及 び 常 磐 自 動 車 道 流 山 Ｉ Ｃ 出 口 の 増 強 を 視 野 に 入 れ た ま ち づ く

り に つ い て 議 論 を 深 め 、 調 査 ・ 研 究 が 必 要 と 考 え る 。   

 


